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　当中間連結会計期間における当社グループの
業績は次の通りであります。
　東洋テック、関連会社ともに堅調な警備事業が
全体を牽引し売上は増加しました。また、今後のグ
ループ連結業績向上に寄与する、アムスグルー
プ、関西ユナイトプロテクションのＭ＆Ａを実施し
ました。利益はＭ＆Ａ手数料170百万円等により
減少しました。

　その結果、売上高は16,268百万円（前中間連結
会計期間比956百万円の増収）、営業利益317百
万円（前中間連結会計期間比75百万円の減益）、
経常利益340百万円（前中間連結会計期間比87
百万円の減益）、親会社株主に帰属する中間純利
益83百万円（前中間連結会計期間比135百万円
の減益）となりました。
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業績の推移



　警備事業全般が堅調に推移しました。2024年５月にアムス・セキュリティ
サービス株式会社（大阪市）、アムス・セキュリティサービス株式会社（京都府福
知山市）、アムス・シークレットサービス株式会社、同６月に関西ユナイトプロテ
クション株式会社をＭ＆Ａし、これに係る一時的費用により減益となりました。
　売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く。）は、11,220百万円

（前中間連結会計期間比1,029百万円、10.1％の増収）、セグメント利益は
126百万円（前中間連結会計期間比173百万円の減益）となりました。
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　大規模改修工事を始め工事全般が苦戦し、また経費増加に対する価格転嫁の遅れがあり
ました。
　売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く。）は、4,541百万円（前中間連結会
計期間比△367百万円、7.5％の減収）、セグメント利益は59百万円（前中間連結会計期間比
1百万円の減益）となりました。
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　不動産賃貸部門が引き続き安定的に推移いたしました。加えて大口不動産の一部も販売
が完了いたしました。
　売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高は除く。）は、506百万円（前中間連結会計
期間比294百万円、138.6％の増収）、セグメント利益は146百万円（前中間連結会計期間
比120百万円の増益）となりました。
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ＤＯＥを意識した
配当政策を検討予定

（配当性向 50％水準 + DOE）

■  配当金・配当性向の推移
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現  中期経営計画（2022/4～2025/3） 新  中期経営計画（2025/4～2028/3）

安定配当
業績に連動した配当

（配当性向 50％水準）

株主資本配当率（DOE）の要素も
意識した配当政策を検討。

今年度は年間40円配当を目指す。

配当の状況



杉村氏とのオンライン対談の様子 投資家の皆様との交流の様子

個人投資家向け説明会について
　2024年8月30日（金）大阪にて個人投資家向け説明会を開催いたしまし
た。当日は池田社長の説明の後、経済評論家 杉村富生氏とオンライン対談を
行いました。当日の動画は以下URLもしくはQRコードからご視聴可能です。

日 　 　 時 2024年8月30日（金）14：00～14：50 

場 　 　 所 朝日生命ホール

主 　 　 催 ㈱日本証券新聞社

池田社長の
説明の後、

杉村富生氏と
オンライン対談を

行いました。

当日の様子

https://www.youtube.com/watch?v=yKXX7dml50M
こちらのURLもしくはQRコードからご視聴可能です。

■ 説明会動画
https://www.link-cc.co.jp/dialog/news/240523.html

■ 書き起こし記事
https://finance.logmi.jp/articles/379701

次回は2025年2月8日 (土) 東京、
2025年2月17日 (月) 愛知にて開催予定です。

■ 説明会動画

決算説明会について
　2024年5月に2024年3月期の決算・会社説明会動画及び書き起こし記事を配信しました。
こちらのURLもしくはQRコードからご視聴可能です。

ＩＲ活動のご紹介



⃝2024年  5月  アムスグループ3社の株式取得(子会社化)
⃝2024年10月  大阪所在の２社を当社が吸収合併

⃝2024年6月  株式取得(子会社化)

＊計数は直近決算期（2023年度）の合算　＊実質営業利益は親子会社間の損益調整後

さらなる収益力
の向上 ⃝対象機械警備の対応を既存人員でカバーする効率的運用によるコスト削減の実現

万博警備対応力
の向上

M＆Aによる主力警備事業の強化

9億93百万円 11億33百万円1億6百万円 71百万円181名 139名

副次
効果

収益率の高い機械警備の増強
により収益力が向上

従来手薄であったイベント警備・身
辺警備の取込みにより警備業務サー
ビスラインナップが拡大し、お客様
ニーズへの対応力が向上

1 2収益力の増強
警備事業のラインナップ拡充

⃝大阪のアムスグループの合併により人員効率化効果を創出することで万博警備要員を確保
⃝イベント警備経験を蓄積した人員の確保　⃝大型イベント警備のノウハウの吸収・展開

＊計数は直近決算期（2023年度）の合算

・機械警備
・駐車場管理

売上高 売上高実質営業利益＊ 営業利益従業員数 従業員数

Ｍ＆Ａの
効果・

副次効果

主たる業務

・イベント警備
・施設警備
・身辺警備

主たる業務

トピックス❶



当社を幹事会社とする共同企業体での警備業務の受注が決定

● 2024年2月「2025大阪・関西万博推進部」を新設し、組織体制強化
● その他の万博関連業務の受注に向け取組み強化
● パビリオン、会場工事、公共交通機関等に警備とビル管理のアプローチ実施

国内パビリオン・
海外パビリオンの

警備・清掃業務需要

会期中は公共交通機関の
利用者増加に伴う

警備需要

万博開催まで
会場工事現場の

警備需要

大阪・関西万博への取組み

発注元

受注金額

契約期間

受注業務

公益社団法人  2025年日本国際博覧会協会

共同企業体全体で、10,819百万円

2024年1月～2025年10月

①ゲート警備実施業務　5,950百万円
②会場警備実施業務　  4,869百万円　

パビリオン 公共交通機関会場工事現場

※受注金額に対する共同企業体の中での売上
計上方法は調整中

トピックス❷



TOYO-TECプレミアム優待倶楽部について

電　　話  06（6563）2111（代表） 
ご照会先／東洋テック株式会社 コーポレートガバナンス部
　　　　　〒556-0022 大阪市浪速区桜川1丁目7番18号  

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月３１日まで
定時株主総会 毎年６月に開催
基 準 日 定時株主総会　毎年３月３１日

期末配当　　　毎年３月３１日
中間配当　　　毎年９月30日

公 告 方 法 電子公告
［ホームページ］
電子公告掲載アドレス
https://www.toyo-tec.co.jp/

株主メモ （株式のご案内）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採
用しています。

https://toyo-tec.premium-yutaiclub.jp/

5,000種類以上の商品があるので
選ぶのが楽しい！

TOYO-TECプレミアム優待倶楽部

株主名簿管理人／特別口座の口座管理機関
三井住友信託銀行株式会社
　■株式事務に関するお問い合わせ
　　〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
　　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　　［電話］0120-782-031（フリーダイヤル）
　　　　　 受付時間 ９時～１７時（土日休日を除く）
　　［インターネット］　
　　https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

　当社は、株主様の日頃からのご支援への感謝とともに、投資魅力を高め中
長期的に保有頂くことを目的として、株主優待制度を導入しております。
　毎年3月末日現在で当社株式を500株以上保有する株主様を対象に、保
有株式数に応じ株主優待ポイントを進呈いたします。
※進呈ポイント数はご送付封筒裏面に掲載

　進呈ポイントは、『ＴＯＹＯ－ＴＥＣプレミアム優待倶楽部』において、5,000
種類以上の商品からお好みの商品への交換や、公益法人への寄付が可能
です。


